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論  文  内  容  の  要  旨 
 
発育期の外部環境が情動形成に影響することはよく知られてきている。我々は、注意欠陥多動性障害モデル






離乳直後の生後 25日の SHR を通常ケージの中で生後 60日までの 5週間を一匹飼育した。MSG投与群





















調べるため生後 25 日齢 SHR の横隔膜下迷走神経を切断したのち 5 週間の MSG を摂取させた後の攻撃性
行動を評価した。その結果、迷走神経切断によりMSGの攻撃性減少の作用が消失することが明らかとなった。 
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